
85No.

Satsumasendai City Assembly

令和７年12月

薩摩川内

光
の
パ
レ
ー
ド

     

川
内
駅
か
ら
眺
め
る
冬
の
夜

今
回
の

　　令和６年度決算
　　  市誕生20周年
　　　　記念事業ほか

令和７年度補正予算
　現年公共土木災害
　　　　復旧事業ほか

　　総括質疑並びに
　　　　　一般質問

　　議決結果等一覧

　　　　委員会報告

Contents

P２-５

P６

P７-12

P12-13

P14-15

地
域
映
え



※本記事の数値は、端数調整により、合計額や増減額等に誤差がございます。

　令和6年度の一般会計および特別会計の決算は、歳入歳出の差額が56億1,619万円となり、翌年度へ繰り
越すべき財源を控除した実質収支は、46億4,230万円となりました。
　また、全会計の市債残高は470億2,894万円で、前年度に比べて14億7,298万円の増、基金残高は181億
6,134万円で、前年度に比べて3億7,691万円の減となりました。

市誕生２０周年記念事業などの  令和６年度 決算をすべて認定
（一般会計決算）

歳入決算
655億106万円

監査委員は

　　決算をこう評価 ※　監査委員には、市議会からも 
　　１人の議員が選出されています。

消防費
38億3,098万円

商工費
19億7,834万円

議会費
2億8,749万円

その他
35億7,311万円

196億1,844万円

総務費
90億1,612万円

衛生費
71億7,719万円

土木費
63億1,249万円

教育費
46億4,697万円

公債費
41億5,653万円

地方消費税交付金
23億9,679万円

諸収入
12億9,145万円

その他
32億3,847万円

市税
160億9,691万円

地方交付税
135億3,416万円

国庫支出金
119億8,095万円

市債市債
55億8,710万円

県支出金
50億6,714万円

繰越金
32億7,804万円

繰入金
30億3,005万円

【
財
政
の
分
析
と
意
見
】

　
財
政
基
盤
の
強
さ
を
示
す
財
政
力
指
数
は

１
に
近
い
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
が
、本

市
の
数
値
は
０・５９
と
低
く
、財
政
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、適
正
水
準
よ
り

高
い
９１・３
％
で
、財
政
構
造
の
硬
直
化
が
続

い
て
い
る
。

　
収
入
面
に
お
い
て
は
、市
税
の
債
権
回
収

を
強
化
す
る
ほ
か
、ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
て
、関
係

団
体
等
と
連
携
を
図
り
、寄
附
額
が
増
と
な

る
取
組
を
さ
れ
た
い
。

　
執
行
面
に
お
い
て
は
、費
用
対
効
果
を
念

頭
に
、最
少
経
費
で
最
大
効
果
が
挙
が
る
よ

う
、効
率
的
な
執
行
と
的
確
な
財
務
処
理
に

努
め
る
ほ
か
、予
算
に
つ
い
て
も
、適
時
適
切

な
管
理
に
努
め
、限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的

な
運
用
を
図
ら
れ
た
い
。

【
ま
と
め
】

　
今
後
も
、様
々
な
事
業
に
適
切
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、激
甚
化・複
雑

化
す
る
災
害
の
対
応
な
ど
、行
政
に
対
す
る

要
請
は
さ
ら
に
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
堅
持
の

た
め
に
、事
務・事
業
の
振
り
返
り
や
社
会
経

済
情
勢
の
把
握
に
努
め
、経
費
節
減
と
財
源

確
保
を
図
り
な
が
ら
、公
平・公
正
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
よ
る
市
民
福
祉
の
向
上
を
望

む
。

する

民生費

歳出決算
605億9,766万円

令和６年度決算 に注目
一般会計及び各特別会計の決算状況

一　般　会　計

温泉給湯事業
浄化槽事業

会　計　名 歳　入

区画整理事業
国民健康保険の関連事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
合計（一般会計＋特別会計） 917億2,695万円 56億1,619万円

421万円
5億8,812万円
2,182万円
9,452万円

0円
414万円

7億1,280万円
49億   340万円
形式収支（差額）

861億1,076万円

歳　出
605億9,766万円
255億1,310万円

4,141万円
1,100万円

9億6,534万円
120億6,171万円
108億5,110万円
15億8,255万円

特　別　会　計

合　　　計

公営企業会計の決算状況
資　　本　　的

支　出 支　出収　入
収　　益　　的

収　入
公営企業会計名

水道事業
簡易水道事業
下水道事業 9億7,886万円

3億2,473万円
19億2,007万円

8億9,156万円
2億7,019万円
16億8,700万円

9億5,605万円
2億9,313万円
2億7,112万円

11億9,622万円
3億7,063万円
13億1,811万円

※　千円以下の端数処理の関係で、表記している合計値と、内訳の合計値が一致しない場合があります。

4,555万円
1,100万円

655億   106万円
262億2,590万円

10億5,986万円
120億8,353万円
114億3,922万円
15億8,676万円

ここ
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生活福祉委員会では、市民安全部・保健福祉部・消防局・
水道局が所管する事業の決算を審査しました。

本市議会では、３つの常任委員会において、担当部署の決算を審査し、本会議で報告しています。
この報告を経て、本会議ではすべての決算が認定されました。
ここでは、これらの過程で生じた、主な意見・要望・討論の一部を紹介します。

産業建設委員会では、農林水産部・経済シティセールス部・
建設部・農業委員会が所管する事業の決算を審査しました。

一
般
会
計

《
反
対
討
論
》

○
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
、

　福
祉
財
源
に
充
て
て
お
り
、
原

　発
依
存
が
固
定
化
す
る
恐
れ
が

　あ
る
。

○
京
セ
ラ
向
け
の
工
業
用
地
造
成

　に
お
い
て
、
京
セ
ラ
の
購
入
分

　以
上
に
造
成
し
た
が
、
活
用
の

　見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

○
消
防
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
の
広

　域
化
は
懸
念
事
項
が
多
く
、
現

　行
体
制
に
不
具
合
が
な
い
現
状

　で
の
投
資
は
軽
率
で
あ
る
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

　等
に
要
し
た
費
用
内
訳
や
金
額

　の
提
示
が
な
い
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
は
、
効

　率
化
を
優
先
し
て
食
育
の
教
育

　的
価
値
が
軽
視
さ
れ
、
地
域
の

　文
化
等
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
。

○
示
さ
れ
た
決
算
附
属
書
に
は
、

　政
策
効
果
の
検
証
が
な
く
、
支

　出
報
告
だ
け
で
は
行
政
の
説
明

　責
任
を
果
た
せ
て
い
な
い
。

《
賛
成
討
論
》

○
地
域
経
済
の
再
起
と
、
人
口
減

　少
・
子
育
て
支
援
と
い
っ
た
複

　合
的
な
課
題
に
、
実
効
性
あ
る

　施
策
が
着
実
に
実
施
さ
れ
、
健

　全
な
財
政
運
営
が
維
持
さ
れ
た
。

本
会
議
討
論

○
経
常
収
支
比
率
が
適
性
水
準
よ

　り
高
い
が
、
地
方
債
の
発
行
抑

　制
や
基
金
の
計
画
的
な
活
用
で

　財
政
の
硬
直
化
を
抑
え
て
い
る
。

○
健
全
化
判
断
比
率
は
基
準
内
で

　あ
り
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

　の
確
保
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》

○
収
納
率
や
滞
納
整
理
数
等
は
示

　さ
れ
た
が
、
医
療
ア
ク
セ
ス
数

　等
の
成
果
指
標
が
欠
け
て
い
る
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》
　

○
人
材
育
成
や
研
修
経
費
の
支
出

　は
確
認
で
き
る
が
、
介
護
職
員

　数
の
増
加
や
離
職
率
の
改
善
等
、

　人
材
の
定
着
を
示
す
成
果
が
示

　さ
れ
て
い
な
い
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》
　

○
加
入
者
数
や
保
険
料
収
納
率
等

　の
数
値
の
み
が
示
さ
れ
、
医
療

　ア
ク
セ
ス
や
健
康
寿
命
延
伸
の

　成
果
が
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。

【
議
決
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

生活福祉委員会
９月 25日開催

産業建設委員会
９月 29日開催

　高城産業用地の一部が売却できずに
いる状況について、用地取得が京セラ株
式会社の依頼によるもので、確約のない
まま土地開発公社に対し、当該事業を依
頼したことは、場合によっては損失につ
ながるおそれがあり非常に問題である。

高城産業用地
事業の進め方に疑問

・立地候補地のＰＲと立地可能性の
　ある企業への斡旋

・市場性調査の公募を開始した南瀬
　用地の周知

・高城産業用地２工区の造成が完了
　（１工区４haは売却済み）

市誕生２０周年記念事業などの  令和６年度 決算をすべて認定

総務文教委員会では、未来政策部・行政管理部・会計課・
教育委員会などが所管する事業の決算を審査しました。

総務文教委員会
９月 30日開催

　職員の健康診断結果において、「要精
密」「要医療・治療中」の判定割合が高
いことから、衛生管理者による健康指
導の充実を図り、職員が心身ともに健
康で働ける、職場環境づくりに寄与で
きるよう努められたい。

職員の健康
改善に努めて

要　望
・要精密　
　基準値を超えている項目があり、
　再検査を必要とするもの

・要医療・治療中
　基準値を超えている項目があり、
　治療を要するものもしくは治療中
　であるもの

　業務システムの内製化（自社対応）
については、少額の予算で導入された
にもかかわらず、災害時における避難
所の情報収集や介護認定情報のオンラ
イン確認など多くの分野で活用された
ことから、今後も積極的に進められた
い。

業務システム内製化
積極的に進めて

要　望

　運転免許証自主返納者へのタクシー
チケットについては、5,000円分の無償
交付を行ってきているが、物価や人件
費の高騰によりタクシー料金も改定さ
れているため、当該交付額の見直しな
どを検討されたい。

自動車免許自主返納
促すために

要　望

　緊急通報体制等整備については、固
定電話回線の普及率低下に加え、民間
企業からも同種のサービスが提供され
ていることから、実態に応じた利用し
やすい事業の在り方を検討されたい。

緊急通報体制
実態に応じて

要　望

反対討論 ・子育て支援カレンダー（子育て支援
　センター等の活動情報）がオンラ
　イン上で確認できるように！

・介護認定の進捗状況がオンライン
　上で確認できるように！

・災害避難所の情報収集等が容易に！

産業用地関連の動き

健康診断判定基準

業務システム内製化
こんなことが可能になりました
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令
和
７
年
度
第
４
回

　
　
　
　
〜
第
６
回
補
正
予
算

補
正
予
算
に
係
る
議
案
を
す
べ
て

可
決
（
一
般
会
計
は
合
計
25
億
６

千
２
５
８
万
円
の
増
額
）

（
第
４
回
〜
第
６
回
補
正
の
内
容
）

　
①
６
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
復
旧

　
　
等
に
係
る
予
算
の
計
上

　
②
国
県
補
助
事
業
の
補
助
内
示

　
　
等
に
伴
う
予
算
の
調
整
等

　
③
純
繰
越
金
確
定
に
伴
う
法
定

　
　
積
立
に
係
る
財
政
調
整
基
金

　
　
へ
の
積
立
予
算
の
計
上

　
④
８
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
復
旧

　
　
等
に
係
る
予
算
の
計
上

　
⑤
本
年
度
中
に
着
手
す
べ
き
事

　
　
業
に
係
る
予
算
の
計
上

《
反
対
討
論
》

　
川
内
港
背
後
地
調
査
事
業
は
、

莫
大
な
電
力
や
冷
却
水
を
消
費
し
、

地
元
雇
用
な
ど
へ
の
効
果
も
限
定

的
と
さ
れ
る
「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」

の
誘
致
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
立
地
の
是
非
に
つ
い

て
市
民
と
の
十
分
な
議
論
が
な
く
、

誘
致
あ
り
き
で
調
査
費
を
計
上
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民

合
意
を
欠
い
た
ま
ま
で
こ
れ
を
進

め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

令和7年度補正予算 可決をすべて

幼稚園移転 ほか 総務文教委員会
所管部署の補正

○県道拡幅に伴う移転先で、新た
　に「こしき幼稚園」として開園
　するが、改修設計の精査により
　工事費を増額するもの

中津幼稚園移転事業
3,304万7千円

全庁業務量調査事業

○自治体業務の状況を分析し、業務内容の可視化・ 
　定量化を実施することで、業務負荷の平準化や業
　務改革を行うため、業務量調査を実施するもの

495万円

移転先の旧上甑中学校

給食支援 ほか 生活福祉委員会
所管部署の補正

○子育て世帯の経済的負担軽減と、
　従前どおり栄養バランスや量を
　保った給食の確保のため、保育
　所等に必要経費を支援するもの

保育所等給食支援事業
5,969万1千円

○既存の屋外拡声局の防災無線柱
　に強度不足が確認されたことか
　ら、建て替えに要する工事費を
　増額するもの

防災行政無線システム更新事業
7,274万4千円

産業建設委員会
所管部署の補正災害復旧経費の補填・有機農業転換補助 ほか

○６月の豪雨で被災した市道
　復旧の経費等を追加し、今
　後の災害対応に備えるもの

道路維持事業
5,500万円

○新たに有機農業への転換
　等を行う農業者に対して、
　有機農業開始時に必要な
　初期経費を支援するもの

みどりの食料システム戦略推進総合対策事業
240万円

○８月の豪雨で被災した市
　道等の復旧や測量設計の
　経費を追加し、今後の災
　害対応に備えるもの

現年公共土木災害復旧事業
2億3,070万円

○川内港と連携した循環経済・産業拠点の創出や交
　流人口・関係人口創出による市内の経済好循環を
　図るため、同地への産業立地に向けた調査を行い、
　基本構想を策定するもの

川内港背後地調査事業
3,500万円

開催日：９月４日、５日、８日、９日（４日間）

個人質問した１６名の議員が、市政全般における市の考えを問い、政策等を提案しま
した。
このコーナーでは、質問した議員自らがその要点を抽出してご紹介します。

総括質疑
並びに
一般質問写真：本会議場

市民目線で市政のここを問う

問  

お
盆
期
間
に
４
日
間
開

催
さ
れ
た
施
設
開
放
型
イ
ベ

ン
ト「
あ
つ
ま
れ
！
こ
ど
も
の

あ
そ
び
ば
㏌
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ

ん
だ
い
」の
内
容
と
来
場
者

数
は

答  

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
、親
や
祖
父
母
の
笑
顔
も

あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、木
育

コ
ー
ナ
ー・ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム・

着
ぐ
る
み
恐
竜
レ
ー
ス
等
の

催
し
物
に
、２
千
８
９
４
人
が

来
場
し
た
。

問  

子
ど
も
の
遊
び
場
を
整

備
す
る
動
き
が
あ
る
が
、そ

の
進
捗
状
況
は

答  

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

や
、サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

な
ど
、改
修
の
必
要
が
な
い
既

存
市
有
施
設
の
利
活
用
や
、

民
間
商
業
施
設
等
に
屋
内
遊

具
を
設
置
す
る
際
の
補
助
制

度
を
検
討
し
て
い
る
。

問  

市
民
が
夏
場
の
公
園
で

も
会
話
や
休
憩
を
楽
し
め

る
よ
う
、水
や
木
陰
を
活
用

し
た
環
境
整
備
が
で
き
な
い

か
。

答  

噴
水
等
を
２
箇
所
の
公

問  

子
育
て
世
代
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
や

少
子
化
対
策
な
ど
を
目
的
と

し
た「
通
学
定
期
券
等
購
入

費
補
助
金
」は
、対
象
を
本

市
に
住
所
を
有
し
た「
市
内

の
学
校
へ
の
通
学
者
」に
限

定
し
て
い
る
。子
ど
も
た
ち

が
平
等
・
公
平
に
こ
の
制
度

を
適
用
で
き
る
よ
う
、対
象

を「
市
外
の
学
校
へ
の
通
学

者
」に
も
拡
充
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答  

本
制
度
は
、子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
加

え
、市
内
の
学
校
存
続
と
定

員
確
保
も
目
的
と
し
て
い
る
。

募
集
定
員
を
削
減
す
る
学
校

や
、出
願
者
数
が
定
員
に
満
た

な
い
学
校
が
あ
る
現
状
を
踏

ま
え
る
と
、現
時
点
で
制
度
拡

充
に
係
る
検
討
は
難
し
い
。

指
定
管
理
者
制
度
の
再
検
討

問  

物
価
高
騰
や
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
に
よ
り
、物
件

費
や
人
件
費
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。管
理
運
営
経
費

基
準
額
算
定
の
際
は
こ
れ
ら

園
に
設
置
し
て
い
る
。ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
な
冷
却
設

備
の
導
入
に
つ
い
て
は
、検
討

課
題
と
捉
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
肺
炎
リ
ス
ク
軽
減

問  

日
本
人
の
死
因
第
５
位

で
あ
る
肺
炎
は
、ワ
ク
チ
ン
接

種
で
予
防
で
き
る
。高
齢
者

の
定
期
接
種
の
状
況
は

答  

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、肺
炎
球
菌
感
染
症
、帯

状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

公
費
助
成
し
て
い
る
。

問  

特
効
薬
の
な
い
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
周
知
で
き
な
い
か
。

答  

国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、一般
的
な
感
染
症
予
防

を
含
め
て
周
知
し
て
い
く
。

○�

自
治
会
支
援
事
業
等
の
見

直
し
に
つ
い
て

を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

募
集
要
領
に
基
づ
き
、指

定
管
理
の
応
募
者
が
提
案
し

た
額
を
委
託
料
と
し
て
協
定

を
結
ん
で
お
り
、基
本
的
に
そ

の
提
案
額
の
範
囲
内
で
管
理

運
営
が
可
能
で
あ
る
。

問  

大
き
な
経
済
変
動
に
対

処
す
る
た
め
、今
後
は
指
定

管
理
料
を
適
時
適
切
に
変
更

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

施
設
管
理
課
と
指
定

管
理
者
の
協
議
結
果
を
踏
ま

え
、指
定
管
理
料
の
庁
内
調

整
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。今

後
も
指
定
管
理
者
と
協
議
を

行
い
、賃
金
・
物
価
上
昇
へ
の

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①�

会
計
年
度
任
用
短
時
間
職

員
の
処
遇
改
善

②
窓
口
開
庁
時
間
の
短
縮

個
人
質
問

屋や
ひ
さ久　
弘ひ

ろ
ふ
み文

市
外
の
高
校
に
通
学
す
る

　
　
生
徒
に
も
補
助
の
拡
充
を

中な
か
し
ま島　
由

ゆ
み
こ美
子

子
ど
も
が
安
心
し
て

　
　
　

 

遊
べ
る
場
所
の
充
実
を

そ
の
他
の
質
問
通
告
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そ
の
他
の
質
問
通
告

決
算

補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　
並
び
に
一
般
質
問

議
決
結
果
等
一
覧

委
員
会
報
告



問  

本
市
に
お
け
る
令
和
７

年
度
の
米
の
作
付
け
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

主
食
用
米
、加
工
用
米
、飼
料

用
米
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
ご
と
に
直

近
３
ヶ
年
の
推
移
を
示
せ
。

答 問  

こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

答  

令
和
５
～
７
年
度
に
か

け
て
、水
稲
の
作
付
け
面
積

は
、全
体
で
約
１
千
９
０
０
ha

と
、横
ば
い
状
態
で
あ
る
。そ

の
中
で
、加
工
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
稲
か
ら
主
食
用
米
の
栽
培

に
転
換
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、焼
酎
醸
造
会

問  

被
災
地
区
は
土
地
が
低

く
、か
つ
排
水
機
能
も
十
分

で
な
く
、過
去
に
も
浸
水
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、今
後

も
同
様
の
被
害
が
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
。市
の
再
発

防
止
に
向
け
た
方
針
と
対
策

を
問
う
。

答  

今
回
の
気
象
現
象
を
踏

ま
え
、里
町
薗
下
地
区
を
中

心
に
、浸
水
被
害
の
状
況・現

況
排
水
能
力
・
地
形
的
特
性

の
把
握
を
目
的
と
し
た
、現

況
調
査
を
実
施
し
、被
害
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
を
行

う
。そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、地

元
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、効

果
的
な
浸
水
対
策
の
検
討
を

進
め
る
。

問  

今
回
の
被
災
地
区
の
地

理
的
条
件
か
ら
考
え
て
、一時

的
に
ポ
ン
プ
の
設
置
は
検
討

で
き
な
い
の
か
。

答  

即
時
的
な
対
応
手
段
の一

つ
と
し
て
、地
元
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、設
置
に
向
け
て
検

討
す
る
。

問  

薩
摩
川
内
市
の
災
害
見

舞
金
は
、床
上
浸
水
で
最
大

問  

薩
摩
川
内
市
少
子
化
対

策・子
育
て
支
援
戦
略
実
行

方
針
の
中
で
、本
制
度
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
考
え

か
。

答  

同
方
針
に
お
け
る
地
域

子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
で

の
取
組
と
位
置
づ
け
、す
べ
て

の
子
ど
も
の
育
ち
の
保
障
や

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
強

化
す
る
た
め
、本
制
度
の
利
用

促
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
い
。

問  

本
制
度
に
、市
内
で
い

く
つ
の
保
育
事
業
者
が
参
加

し
、ど
れ
く
ら
い
の
定
員
枠

が
生
じ
る
見
込
み
か
。

答  

見
込
み
の
把
握
と
し
て
、

既
に
国
が
示
す
手
引
き
を
参

考
に
算
出
し
て
い
る
が
、実
際

の
受
入
れ
に
係
る
定
員
数
に

つ
い
て
は
、今
後
、事
業
者
と

調
整
を
行
っ
た
上
で
、今
年
度

末
ま
で
に
設
定
す
る
予
定
で

あ
る
。

社
等
に
よ
る
加
工
用
米
の
確

保
が
困
難
と
な
る
こ
と
を
懸

念
し
、県
の
市
長
会
を
通
し
て

「
国
・
県
に
加
工
用
米
確
保

を
要
望
す
る
」と
い
う
決
議

を
し
て
い
た
だ
い
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ

る
地
域
経
済
対
策
事
業

問  

本
事
業
に
お
け
る
年
代

別
利
用
実
績
は
、最
終
的
に

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

答 問  

今
後
の
経
済
対
策
事
業

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答  

地
域
経
済
対
策
は
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
お
り
、今

後
の
実
施
判
断
は
物
価
高
騰

の
対
策
に
係
る
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

○�

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

３
万
円
、床
下
浸
水
で
最
大

１
万
円
と
、被
害
額
に
比
べ

格
段
に
少
な
い
。今
後
も
同

様
の
災
害
が
頻
発
す
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、こ
の
金
額
を

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

答  

今
議
会
に
提
出
予
定
の

補
正
予
算
で
、ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
災
害
見
舞
金
の

支
給
を
提
案
し
、現
状
の
金

額
の
上
乗
せ
を
行
う
こ
と
で
、

市
民
生
活
の
再
建
を
支
援
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。一方
、災

害
見
舞
金
と
は
別
に
、市
民

税
等
の
税
や
介
護
保
険
料
、

上
下
水
道
料
の
減
免
を
行

い
、生
活
再
建
を
支
援
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

①�

自
治
体
に
お
け
る
国
難
級

の
災
害
発
生
への
備
え

②
閉
校
跡
地
等
の
活
用

通
学
路
の
安
全
確
保
と
見
直

し
を
問
う

問  

児
童
の
通
学
路
で
あ
り

な
が
ら
、歩
道
の
未
整
備
や
交

通
量
の
多
さ
か
ら
、不
安
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
県
道
44

号
の
現
況
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。

答  

歩
行
者
の
安
全
確
保
は

必
要
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、県

に
歩
道
整
備
を
要
望
し
て
い

く
。

問  

亀
山
小
学
校
区
域
内
の

川
内
川
堤
防
上
の
道
路
を
、

児
童
の
歩
行
環
境
と
し
て
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。

答  

交
通
状
況
や
幅
員
等
の

条
件
で
は
通
学
路
と
し
て
適

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。一方

で
、草
が
繁
茂
す
る
場
所
が

あ
り
、不
審
者
の
心
配
も
あ
る

こ
と
か
ら
、通
学
路
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
協

議
が
行
え
る
よ
う
に
助
言
し

て
ま
い
り
た
い
。

○�

児
童
・
生
徒
の
体
力
向
上

に
関
す
る
取
組

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

問  

災
害
に
備
え
る
体
制
強

化
と
し
て
、①
ラ
ジ
オ
可
聴

範
囲
の
拡
大
へ
の
取
組
は
②

高
齢
化
率
が
高
い
地
域
の
テ

レ
ビ
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
維
持

す
る
た
め
の
支
援
は

答  

①
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
者

に
働
き
か
け
て
い
る
が
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
聴
取
で
き
る
ア

プ
リ
等
の
利
用
を
推
進
さ
れ

て
お
り
、新
規
の
基
地
局
設

置
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

②
自
主
共
聴
組
合
に
対
し

て
、維
持
管
理
の
た
め
の
経
費

負
担
軽
減
を
図
る
ほ
か
、組

合
運
営
や
施
設
管
理
に
係
る

相
談
が
あ
れ
ば
、助
言
等
を

行
って
い
る
。

更
に
子
育
て
が
し
や
す
い
賑

わ
い
の
あ
る
薩
摩
川
内
市
へ

問  

毎
年
の
猛
暑
も
考
慮
し

て
、鹿
児
島
市
の「
り
ぼ
ん
か

ん
」等
の
屋
内
子
育
て
支
援

施
設
を
、既
存
市
有
施
設
の一

部
に
設
置
で
き
な
い
か
。

答  

屋
内
の
遊
び
場
に
つ
い
て

は
、未
就
学
児
対
象
の
遊
具

整
備
を
進
め
、天
候
に
左
右

問  

多
子
世
帯
へ
の
優
遇
措

置
と
し
て
、第
２
子
以
降
の
出

産
で
段
階
的
に
増
額
す
る
支

援
制
度
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答  

令
和
６
年
度
か
ら
、第
１

子
に
対
す
る
子
育
て
応
援
券

の
支
給
額
を
増
額
し
て
お
り
、

現
時
点
で
拡
充
の
考
え
は
な

い
。問  

子
育
て
支
援
の
財
源
と

し
て
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

等
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答  

既
に
本
制
度
を
活
用

し
た
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
め
て
お
り
、６
件

９
３
０
万
円
の
寄
付
が
あ
っ

た
。今
後
も
幅
広
い
企
業
へ
本

市
の
取
組
を
周
知
し
、積
極

的
な
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
る
。

若
者
が
集
ま
る
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を

問  

若
者
の
市
外
流
出
を
抑

制
す
る
た
め
、若
者
が
魅
力

を
感
じ
る
Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
の

誘
致
を
優
遇
す
る
策
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答  

若
者
等
が
能
力
を
発
揮

問  

納
税
寄
附
額
に
つ
い
て
①

昨
年
度
の
確
定
値
は
②
今
年

度
の
歳
入
予
算
は
③
現
時
点

の
同
月
に
お
け
る
前
年
比
は

答  

①
５
億
２
千
５
８
７
万

円
で
あ
る
。②
７
億
円
で
あ

る
。③
９
月
１
日
現
在
で
前

年
比
約
１
３
８
％
で
あ
る
。

問  

納
税
寄
附
額
を
県
内
の

他
自
治
体
と
比
較
し
て
、ど
の

よ
う
な
分
析
を
し
て
い
る
か
。

答  

43
市
町
村
中
20
位
、19

市
中
16
位
と
の
結
果
を
受

け
、本
市
返
礼
品
は
県
内
上

位
自
治
体
と
同
様
、ウ
ナ
ギ

や
肉
が
人
気
で
、新
規
返
礼

品
の
開
拓
、情
報
発
信
の
強

化
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問  

納
税
寄
附
額
拡
大
に
向

け
た
新
規
の
対
策
は

答  

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

作
って
課
題
等
を
抽
出
し
、対

策
を
検
討・実
施
し
て
い
る
。

さ
れ
ず
に
利
用
で
き
る
ス
マ
イ

ル
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す

る
方
針
で
、Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん

だ
い
や
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ

い
な
ど
、改
修
の
必
要
が
な
い

既
存
市
有
施
設
の一
角
を
利

活
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

問  

向
田
公
園
を
、天
候
に

左
右
さ
れ
な
い
市
民
の
賑
わ

い
の
場
と
し
て
活
用
す
る
た

め
に
、鹿
児
島
市
の「
か
ん
ま

ち
あ
」等
の
よ
う
な
屋
根
付

き
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
整
備
が

で
き
な
い
か
。

答  

整
備
計
画
は
な
い
が
、鹿

児
島
市
等
の
屋
根
付
き
施
設

の
利
用
状
況
や
維
持
管
理
の

方
法
等
を
、ま
ず
は
調
査
す
る
。

○�

本
市
職
員
の
強
み
を
更
に

生
か
す
行
政
に
向
け
て

で
き
る
新
た
な
業
種
の
誘
致

や
支
援
の
検
討
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、先
進
自
治
体
を

参
考
に
、新
た
な
支
援
制
度

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問  

第
１・２
次
産
業
の
Ｄ
Ｘ

推
進
は
、若
者
に
魅
力
的
な

新
し
い
雇
用
を
生
み
出
す
と

思
わ
れ
る
が
、ど
の
よ
う
な

支
援
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答  

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散

布
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
牛
の
分
娩

検
知
の
導
入
等
を
支
援
し
て

お
り
、ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

問  

若
者
の
地
元
定
着
の
た

め
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
教
育
や
研
修
の
提
供
を

推
進
す
べ
き
で
な
い
か
。

答  

地
元
企
業
へ
の
職
場
体

験
や
情
報
交
換
会
等
を
実
施

し
て
お
り
、今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
て
産
業
人
材
確
保

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問  

昨
年
度
、本
市
か
ら
他

自
治
体
に
ふ
る
さ
と
納
税
さ

れ
た
方
の
延
べ
人
数
と
、控
除

さ
れ
た
寄
附
金
税
額
は

答  

延
べ
３
千
６
８
９
人
で

２
億
４
千
２
４
７
万
１
千

円
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、寄

附
金
税
額
控
除
額
と
し
て

１
億
１
千
８
０
５
万
９
千
円

が
市
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
た
。

問  

先
進
地
視
察
の
経
験
を

ど
う
取
り
入
れ
て
い
る
か
。

答  

泉
佐
野
市
か
ら
返
礼
品

開
発
手
法
を
、八
女
市
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
方

法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

問  

今
後
の
具
体
的
な
取
組
は

答  

日
用
品
ジ
ャ
ン
ル
の
寄
附

額
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、

キ
ッ
チ
ン
用
品
の
Ｐ
Ｒ
や
返
礼

品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

屋
内
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

問   

現
在
の
進
捗
は

答  

市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
整
備
場
所
等
の
検

討
の
ほ
か
、商
業
施
設
等
へ
の

屋
内
遊
具
設
置
に
対
す
る
補

助
も
検
討
し
て
い
る
。

冨と
み
よ
し吉　
雄ゆ

う
じ二

薩
摩
川
内
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

今い
ま
し
お
や
塩
屋　
裕ゆ

う
い
ち一

出
産
・
子
育
て
支
援
の

　
　
　
　

  

抜
本
的
な
拡
充
を

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
と
は
？

　

稲
の
穂
と
茎
葉
を
株
元
か
ら

刈
り
取
っ
て
ロ
ー
ル
状
に
し
、

フ
ィ
ル
ム
で
包
み
込
ん
で
乳
酸

発
酵
さ
せ
た
牛
の
飼
料
。

坂さ
か
ぐ
ち口　
健け

ん
た太

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

　
   

位
置
づ
け
と
参
加
見
込
み

宮み
や
の野　
健け

ん
い
ち一

上
甑
島
で
の
大
雨
災
害
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
対
応
と
教
訓

成な
り
か
わ川　
幸こ

う
た
ろ
う
太
郎

農
業
政
策
に
つ
い
て
問
う

松ま
つ
ざ
わ澤　
力い

さ
お

災
害
情
報
収
集
体
制
の

　
　
　
　
　

  
強
化
に
向
け
て

キャッシュレス決済による
地域経済対策事業

年代別利用実績（概算値）
20代以下

14％
70代以上

6％

30代
17％

40代
23％

50代
24％

60代
16％

薩摩川内市議会だより　No.85薩摩川内市議会だより　No.85 89

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

決
算

補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　
並
び
に
一
般
質
問

議
決
結
果
等
一
覧

委
員
会
報
告



問  

選
手
と
触
れ
合
え
る

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
等
の
機
会

を
、市
民
に
広
く
開
か
れ
た

形
で
検
討
で
き
な
い
か
。

答  

有
料
公
開
練
習
の
チ

ケ
ッ
ト
は
、購
入
希
望
者
が

殺
到
し
、購
入
で
き
な
か
っ
た

市
民
も
い
た
こ
と
か
ら
、今

後
、本
市
で
合
宿
を
行
う
際

は
、市
民
と
の
触
れ
合
い
の
場

の
設
定
等
に
つ
い
て
、日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
と
協
議
し

て
ま
い
り
た
い
。

介
護
保
険
制
度
の
展
望

問  

す
で
に
制
度
疲
労
し
て

い
る
介
護
保
険
制
度
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
、全
国
市
長

会
で
の
取
組
を
伺
う
。

答  

全
国
市
長
会
は
毎
年
、

介
護
保
険
制
度
の
充
実
強
化

を
要
請
し
て
い
る
。引
き
続

き
、鹿
児
島
県
市
長
会
、九
州

問  

令
和
７
年
度
に
お
け
る
、

運
動・文
化
部
双
方
を
含
む
部

活
動
の
男
女
別
加
入
率
は

答  

男
子
は
60・２
％
、女
子

は
55・５
％
で
あ
る
。

問  

市
内
の
地
域
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
い
る
生
徒
の
現
状
は

答  

市
内
で
は
現
在
28
の
地

域
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
お
り
、

約
４
５
０
人
の
生
徒
が
加
入

し
て
い
る
。

問  

休
日
に
お
け
る
部
活
動

の
地
域
展
開
に
つ
い
て
、生

徒
や
保
護
者
を
対
象
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果

を
示
せ
。

答  

約
64
％
の
児
童
生
徒
が
、

「
休
日
に
地
域
指
導
者
の
指

導
を
受
け
た
い
」と
回
答
し
て

い
る一
方
で
、指
導
者
が
代
わ

る
こ
と
に
よ
る「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

問  

知
育・徳
育・体
育
の
基

礎
と
な
る
食
育
に
つ
い
て
、市

の
見
解
は

答  

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
食
事
の

重
要
性
の
理
解
、感
謝
の
心
を

育
む
こ
と
、食
文
化
の
伝
承
が

ね
ら
い
で
あ
る
。知
育・徳
育・

体
育
の
調
和
の
取
れ
た
、生
き

る
力
を
育
む
教
育
活
動
の一環

と
し
て
、更
な
る
充
実
を
考
え

て
い
る
。

問  

働
く
保
護
者
に
向
け
て
、

簡
単
に
作
れ
て
栄
養
の
あ
る

朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
を
募
集
し
、

そ
の
レ
シ
ピ
集
を
作
成・配
布

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答  

市
の
３
５
０
ベ
ジ
ラ
イ
フ

宣
言
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
、簡
単
レ
シ
ピ
を
は
じ

め
、朝
食
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
。希
望
が

あ
れ
ば
、レ
シ
ピ
の
紙
媒
体
で

の
配
布
に
も
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問  

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
や

最
終
処
分
場
は
見
通
し
が
立

た
ず
、核
燃
料
サ
イ
ク
ル
も
課

題
が
残
る
現
状
へ
の
認
識
は

答  

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
早

期
実
現
等
は
、国
が
責
任
を

持
って
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

問  

使
用
済
燃
料
は
、本
市
の

乾
式
貯
蔵
施
設
で一時
保
管
す

る
と
さ
れ
る
が
、本
当
に一時

保
管
に
留
ま
る
の
か
。

答  

九
電
は
構
内
に一時
保
管

し
た
後
、計
画
的
に
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
に
搬
出
す
る
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

問  
乾
式
貯
蔵
施
設
の
耐
震

基
準「
ク
ラ
ス
Ｃ
」は
妥
当
か
。

答  

原
子
力
規
制
委
員
会
も

そ
の
基
準
で
審
査
し
て
い
る
。

問  

輸
送・貯
蔵
兼
用
の
外
部

容
器
で
あ
る
乾
式
キ
ャ
ス
ク

の
耐
震
性
は
十
分
か
。

答  

こ
れ
ら
も
原
子
力
規
制

委
員
会
が
審
査
す
る
。

問  

市
民
に
対
し
詳
し
い
情

報
の
公
開
等
が
必
要
と
考
え

る
が
、国
や
九
電
に
伝
え
る
べ

き
で
な
い
か
。

答  

国
に
は
厳
格
な
審
査
監
視

問  

農
業
機
械
の
大
型
化
が

進
む
中
、農
地
は
そ
れ
に
対
応

で
き
て
い
な
い
。構
造
改
善
す

べ
き
だ
が
、市
の
見
解
は

答  

現
在
、本
市
で
も
県
が

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農

地
整
備
事
業
で
大
規
模
な
圃

場
整
備
等
の
構
造
改
善
事
業

を
行
っ
て
い
る
が
、採
択
要
件

の
厳
し
さ
等
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。そ
れ
を
理
解
し
た

上
で
、地
元
の
総
意
と
し
て
強

い
要
望
が
あ
る
地
域
に
つ
い
て

は
、国
・
県
等
と
連
携
を
図
っ

て
適
切
に
対
応
し
た
い
。

問  

人
里
に
現
れ
る
有
害
鳥

獣
対
策
と
し
て
、伐
採
後
の
山

林
に
、鳥
獣
が
好
む
実
の
な
る

樹
木
を
植
栽
し
た
場
合
、補
助

金
を
交
付
で
き
な
い
か
。

答  

国
・
県
の
再
造
林
補
助

事
業
で
は
、既
に
ク
リ・ク
ヌ
ギ

等
の
実
が
な
る
広
葉
樹
も
対

象
だ
が
、本
市
に
お
け
る
近
年

の
植
栽
実
績
は
、ス
ギ・ヒ
ノ

キ
が
大
半
で
、前
者
の
植
栽
は

ほ
ぼ
な
い
。

問  

本
市
近
海
で
と
れ
る
魚

介
類
を
市
内
外
に
広
く
周
知

問  

台
風
12
号
に
よ
る
冠
水

状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答  

青
山
の
観
測
地
点
で
３

時
間
に
１
２
９㎜
を
記
録
す
る

な
ど
、激
し
い
雨
が
局
所
的
に

降
り
、一部
で
冠
水
が
発
生
し

た
と
把
握
し
て
い
る
。隈
之
城

地
域
で
も
、矢
倉
排
水
施
設

の
浸
水
セ
ン
サ
ー
で
水
位
上

昇
を
検
知
し
、排
水
ポ
ン
プ
を

運
転
し
た
ほ
か
、坪
塚
自
治

会
内
の
市
道
に
て
、市
職
員
が

50㎝
の
冠
水
を
確
認
し
た
こ
と

か
ら
、周
囲
に
情
報
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、国
に
排
水
ポ
ン

プ
車
の
派
遣
を
依
頼
し
た
。

問  

令
和
２
年
７
月
の
浸
水

被
害
後
の
内
水
整
備
は

答  

市
道
勝
目
・
矢
倉
線
の

側
溝
幅
を
30㎝
か
ら
80㎝
に
改

修
し
て
排
水
効
率
の
向
上
を

図
っ
た
ほ
か
、矢
倉
排
水
ポ
ン

プ
施
設
に
水
位
監
視
カ
メ
ラ

と
浸
水
検
知
セ
ン
サ
を
設
置

し
て
水
門
等
の
適
切
な
運
用

に
努
め
て
い
る
。こ
の
セ
ン
サ

は
、市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
浸

水
状
況
の
通
知
を
受
け
取
れ

る
よ
う
設
定
で
き
、市
全
体

市
長
会
、全
国
市
長
会
を
通

じ
て
国
に
働
き
か
け
て
ま
い
り

た
い
。

重
要
港
湾
川
内
港
の
物
流
及

び
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

問  

ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響

に
つ
い
て
、川
内
港
荷
役
事
業

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
て
の
見
解
を
伺
う
。

答  

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

関
税
措
置
に
つ
い
て
36
％
が

「
影
響
あ
り
」と
回
答
。ま

た
、不
安
の
有
無
に
つ
い
て
も

「
不
安
あ
り
」が
73
％
を
占

め
た
。今
後
も
米
国
に
よ
る

関
税
措
置
の
影
響
に
は
注
視

し
て
い
く
。

問  

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

導
入
後
は
貿
易
額
や
コ
ン
テ

ナ
取
扱
量
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
い
る
が
、目
標
値
達
成
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
方
策
強

化
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答  

ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
や
ポ
ー

ト
セ
ー
ル
ス
を
行
う
ほ
か
、台

湾
航
路
を
は
じ
め
と
す
る
新

規
航
路
の
開
設
を
目
指
し
て

い
く
。

シ
ョ
ン
へ
の
不
安
」や「
異
な
る

指
導
方
法
へ
の
戸
惑
い
」の
声

も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。保
護
者

か
ら
は
、「
地
域
展
開
事
業
を

知
ら
な
か
っ
た
」と
す
る
方
が

約
42
％
、「
事
業
に
不
安
を
感

じ
る
」と
い
う
方
も
約
42
％
お

り
、送
迎
の
負
担
や
費
用
負
担

へ
の
心
配
が
主
な
理
由
で
あ
っ

た
。

問  

国
は
令
和
13
年
度
ま
で

に
、休
日
に
お
け
る
全
部
活

動
の
地
域
展
開
を
、平
日
で

も
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た

取
組
の
推
進
を
示
し
て
い
る

が
、本
市
の
方
向
性
は

答  

国
の
方
針
に
基
づ
き
、ま

ず
は
休
日
に
お
け
る
全
て
の

部
活
動
の
地
域
展
開
を
図
っ

て
い
く
。平
日
に
お
い
て
も
、

地
域
指
導
者
の
確
保
が
難
し

い
こ
と
も
あ
り
、現
時
点
で
実

施
ま
で
至
っ
て
い
な
い
が
、重

要
な
検
討
課
題
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

○�

親
子
が「
笑
顔
」に
な
れ
る

場
所

問  

食
生
活
改
善
推
進
員
の

活
動
が
減
っ
て
い
る
。栄
養
士

に
よ
る
調
理
実
習
指
導
等
を

同
推
進
員
で
行
え
な
い
か
。

答  

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
、同
推
進
員
と
別
途
協
議

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問  

市
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

が
チ
ラ
シ
と
共
に
配
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
集
計
し
て
市
に
提

出
す
れ
ば
活
動
費
が
も
ら
え

る
か
。

答  

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、実

績
報
告
や
活
動
報
告
の
形
で

市
に
提
出
す
れ
ば
支
払
う
仕

組
み
に
な
って
い
る
。

女
性
模
擬
議
会
の
開
催
を

問  

女
性
視
点
で
住
民
の
声

を
届
け
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る「
女
性
模
擬
議
会
」に
つ

い
て
市
の
考
え
は

答  

市
は
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、ま
ず
は
議
会
で
検

討・判
断
し
て
ほ
し
い
。

○
可
愛
小
等
の
整
備
の
進
捗

を
、九
電
に
は
丁
寧
な
説
明
や

情
報
公
開
等
を
求
め
て
い
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化

問  

教
育
の一環
で
あ
る
給
食

の
段
階
的
無
償
化
は
可
能
か
。

答  

食
材
費
の
上
昇
分
は
助

成
し
て
い
る
が
、完
全
無
償
化

に
は
約
５・１
億
円
を
要
し
、

恒
久
財
源
の
め
ど
が
立
た
な

い
以
上
は
困
難
で
あ
る
。

排
外
主
義
と
Ｄ
Ｅ
Ｉ
宣
言

問  

さ
き
の
選
挙
で
デ
マ
に

伴
う
排
外
的
主
張
を
散
見
し

た
が
、外
国
籍
住
民
や
国
際
社

会
と
の
向
き
合
い
方
は

答  

Ｄ
Ｅ
Ｉ
宣
言
に
お
い
て
、

国
籍
等
に
関
わ
ら
ず
、全
市

民
の
心
ゆ
た
か
な
暮
ら
し
を

目
指
し
て
お
り
、相
互
理
解

や
国
際
交
流
を
深
め
て
い
く
。

○
訪
問
介
護
の
独
自
支
援
ほ
か

す
る
た
め
に
行
う
、地
産
地

消・魚
食
普
及
活
動
の
現
状
は

答  

本
市
近
海
の
魚
介
類

は
、毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

川
内
と
れ
た
て
市
場
、道
の
駅

「
樋
脇
」遊
湯
館
、市
外
の
物

産
館
等
で
販
売
さ
れ
、ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ

て
い
る
。ま
た
、川
内・甑
と
れ

た
て
市
実
行
委
員
会
と
連
携

し
、小
中
学
校
等
で
魚
の
捌

き
方
教
室
を
行
って
い
る
。

可
能
性
を
秘
め
た
メ
タ
バ
ー

ス
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

問  

メ
タ
バ
ー
ス
を
市
の
ス

マ
ー
ト
デ
ジ
タ
ル
計
画
に
登

載
し
、実
施
に
向
け
た
構
想

を
検
討
で
き
な
い
か
。

答  

同
計
画
に
は
未
登
載
だ

が
、市
民
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性

の
向
上
に
資
す
る
最
新
技
術

の
調
査
研
究
は
進
め
て
お
り
、

メ
タ
バ
ー
ス
の
可
能
性
に
も

注
視
し
て
い
く
。

で
36
か
所
、隈
之
城
川
流
域

で
８
か
所
設
置
し
て
い
る
。ま

た
、山
之
口
町
で
は
、矢
倉
排

水
ポ
ン
プ
へ
の
流
入
量
を
減

ら
す
た
め
、令
和
６
年
度
か
ら

排
水
路
整
備
工
事
を
行
っ
て

い
る
。

問  

地
区
コ
ミ
と
連
携
し
た

対
策
は
検
討
で
き
な
い
か
。

答  

特
定
都
市
河
川
と
な
っ

た
隈
之
城
川
流
域
で
は
、流

域
水
害
対
策
計
画
の
策
定
に

向
け
て
協
議
会
と
検
討
部
会

を
設
置
し
た
。検
討
部
会
の

構
成
員
に
は
隈
之
城
・
永
利

地
区
コ
ミ
の
会
長
も
入
って
お

り
、地
区
コ
ミ
と
連
携
し
て
水

害
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

①
ふ
る
さ
と
納
税

②
上
水
道
の
災
害
対
策

③
植
樹
帯
の
管
理
と
歩
道

④
青
山
保
育
園
裏
の
河
川
堤
防

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

森も
り
な
が永　
靖や

す
こ子

健
全
な
食
生
活
に
向
け
て

井い
の
う
え上　
勝か

つ
ひ
ろ博

川
内
原
発
の
今
後 

～
使
用
済
燃
料
と
情
報
公
開
～

福ふ
く
だ田　
俊し

ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
日
本
代
表
と

　
　
　
　
　
　
市
民
の
ふ
れ
あ
い

市民広場での出迎式

松ま
つ
の野　
信し

ん
さ
く作

坪
塚
自
治
会
に
お
け
る

　
　
　
隈
之
城
川
の
内
水
対
策

犬い
ぬ
い井　
美み

か香

生
徒
に
と
っ
て
よ
り
良
い

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
環
境
構
築
を

Ｄ
Ｅ
Ｉ
宣
言
と
は
？

　
誰
も
が
本
市
に
住
み
続
け
た
く

な
る
よ
う
な
、
多
様
性
・
公
平
性
・

包
摂
性
の
あ
る
社
会
づ
く
り
に
向

け
て
取
り
組
む
と
い
う
宣
言
。

メ
タ
バ
ー
ス
と
は
？

　

ネ
ッ
ト
上
に
構
築
さ
れ
た
仮

想
空
間
。
自
身
の
分
身
（
ア
バ

タ
ー
）
を
操
作
し
、
様
々
な
活

動
が
で
き
る
。

山や
ま
も
と元　
勉つ

と
む

農
林
漁
業
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
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9月定例会このようになりました
会　　　期 令和７年８月２６日～令和７年１０月７日（４３日間）

議決等件数 原案可決 ３７件（条例８件、予算１０件、その他１９件）
認　　定 １３件 同　　意 ７件

請　　　願 なし 陳　　情 不採択　１件

○総文：総務文教委員会
○生福：生活福祉委員会
○産建：産業建設委員会

議決結果付
託
先
凡
例

※ 『９月定例会 このようになりました』における ｢全会一致｣ は、議長を除く出席者全員が賛成であったことを示します。

問  

不
登
校
児
童
生
徒
に
対

す
る「
出
席
扱
い
」は
ど
の
よ

う
に
判
断
さ
れ
て
い
る
か
。

答  

令
和
元
年
文
部
科
学
省

通
知
に
よ
り
、児
童
生
徒
が一

定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、

校
長
は
指
導
要
録
上
の
出
席

扱
い
と
す
る
こ
と
が
可
能
と

示
さ
れ
た
。本
市
で
も
、教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
室
、市

外
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
登

校
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
宅

学
習
が
行
わ
れ
た
際
は
、校
長

が
学
習
内
容
を
把
握
し
て
出

席
扱
い
を
判
断
し
て
い
る
。

～
居
場
所
づ
く
り
と

多
様
な
学
び
の
場
～

問  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
メ
タ
バ
ー
ス

等
を
活
用
し
た
不
登
校
児
童

生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
や
学

び
の
支
援
に
つ
い
て
、今
後

の
見
解
は

答  

昨
年
度
３
回
開
催
し
た

「
学
び
の
多
様
化
支
援
策
の

研
究
委
員
会
」を
継
承
し
た

「
多
様
な
学
び
を
支
え
る
委

員
会
」の
中
で
、新
技
術
を
活

用
し
た
居
場
所
づ
く
り
や
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を
協

議
の
柱
に
据
え
て
研
究
し
て

い
く
。

～
今
後
の
施
策
展
開
～

問  

本
市
と
し
て
今
後
５
年

間
で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
不
登
校
支
援
は
何
か
。

答  

不
登
校
の
未
然
防
止
の

観
点
か
ら
、魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
を
推
進
し
、新
規
不
登

校
数
の
減
少
を
図
る
ほ
か
、教

育
支
援
セ
ン
タ
ー「
ス
マ
イ
ル

ル
ー
ム
」や
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
を
充

実
す
る
な
ど
し
て
い
く
。

①�
学
校
徴
収
金
キ
ャッ
シ
ュレ

ス
化
の
そ
の
後

②�

要
支
援
児
や
配
慮
を
要

す
る
子
ど
も
が
通
う
幼
稚

園・保
育
園・認
定
こ
ど
も

園
の
実
態

③
漁
業
者
支
援
と
藻
場
再
生

山や
ま
も
と元　
剛つ

よ
し

川
内
港
唐
浜
地
区
国
際
物
流

　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
ミ
ナ
ル

山や
ま
な
か中　
真

ま
ゆ
み由美

不
登
校
支
援
の
現
状　

～
学
び
の
保
障
～

３
世
代
同
居
へ
の
取
組
み

問  

３
世
代
同
居
は
、子
ど

も
の
家
庭
教
育
、高
齢
者
の

社
会
保
障
費
、親
の
介
護
問

題
な
ど
の
改
善
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
、市
の
見
解
は

答  

総
合
的
な
市
政
経
営
の

指
針
で
あ
る
第
３
次
薩
摩
川

内
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想

に
お
い
て
も
、目
指
す
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
の一つ
と
し
て
、「
世

代
を
超
え
て
繋
が
っ
て
い
る
」

と
設
定
し
て
お
り
、あ
ら
ゆ
る

世
代
が
繋
が
り
を
持
て
る
ま

ち
と
な
る
よ
う
、様
々
な
分
野

の
政
策
を
研
究
し
、展
開
し

て
ま
い
り
た
い
。

①�

建
設
業
・
農
林
業
従
事
者

の
状
況
と
担
い
手
確
保

②
教
育
行
政
の
取
組
と
成
果

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

陳情の処理状況
陳情
番号 陳　　情　　の　　件　　名 提出者 付託

委員会 議決結果

5

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書の提出を求める陳情
（賛成討論）教職員の長時間労働の背景には、週 5 日制で登校日が減った一方で、
授業時数や業務が増加し、教員数も改善されない現状がある。子どもの学ぶ権利を
守り、教職員が安心して働けるよう、地方から国へ求める必要がある。

（賛成討論）本陳情は、指導内容や授業時数の過多で、子ども・教員双方の負担が深
刻化している現状等を、次の学習指導要領改定時の課題としてほしいとの内容であ
る。市議会としても現状を踏まえ、国へ意見を届けるべきである。

学校における
新しい生活様式
を実現する会

総文 不 採 択 賛成少数

主な議案の議決結果等
議案
番号 議　　案　　の　　件　　名　　・　　概　　要 付託

委員会 議決結果

88 令和７年度薩摩川内市一般会計補正予算 ‐ 原案可決 全会一致
89 財産の無償譲渡について【建物：木造セメント瓦ぶき平家建（向江原自治会）】 総文 原案可決 全会一致
90 薩摩川内市地区コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について 総文 原案可決 全会一致
91 薩摩川内市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総文 原案可決 全会一致

92 薩摩川内市職員の育児休業等に関する条例及び薩摩川内市企業職員の給与の種類及び基準に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 総文 原案可決 全会一致

93 本庁舎受変電設備大規模改修（建築）工事請負契約の変更について 総文 原案可決 全会一致

94 薩摩川内市行政財産の目的外使用による使用料徴収条例及び薩摩川内市都市公園条例の一部を改正
する条例の制定について 総文 原案可決 全会一致

95

薩摩川内市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について

（反対討論）住民票のない人にもマイナンバーを付番する改正は、プライバシー侵害の危険を拡大す
るものであり、行政の効率化を理由とした個人情報の過剰管理には反対である。

総文 原案可決 賛成多数

96 財産の取得について【川内学校給食センター厨房機器一式】 総文 原案可決 全会一致
97 薩摩川内市立幼稚園保育料等に関する条例の制定について 総文 原案可決 全会一致
98 薩摩川内市の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総文 原案可決 全会一致
99 薩摩川内市立幼稚園条例の一部を改正する条例の制定について 総文 原案可決 全会一致
100 電源立地地域対策交付金事業上甑島診療所新築（建築）工事請負契約の締結について 生福 原案可決 全会一致
101 電源立地地域対策交付金事業上甑島診療所新築（電気設備）工事請負契約の締結について 生福 原案可決 全会一致
102 電源立地地域対策交付金事業上甑島診療所新築（空調設備）工事請負契約の締結について 生福 原案可決 全会一致
103 電源立地地域対策交付金事業上甑島診療所新築（機械設備）工事請負契約の締結について 生福 原案可決 全会一致
104 財産の取得について【水槽付消防ポンプ自動車（東部消防署）】 生福 原案可決 全会一致
105 財産の取得について【水槽付消防ポンプ自動車（西部消防署）】 生福 原案可決 全会一致
106 財産の取得について【消防ポンプ自動車（消防団下甑南分団手打部・鹿島分団一部）】 生福 原案可決 全会一致
107 財産の取得について【消防ポンプ自動車（消防団黒木分団）】 生福 原案可決 全会一致
108 財産の取得について【高規格救急自動車（中央消防署）】 生福 原案可決 全会一致
109 財産の取得について【高規格救急自動車（東部消防署祁答院分署）】 生福 原案可決 全会一致
110 防災・安全交付金事業開戸橋耐震補強（Ｐ２）工事請負契約の締結について 産建 原案可決 全会一致
111 道路メンテナンス事業川内河口大橋耐震補強（Ｐ９）工事請負契約の変更について 産建 原案可決 全会一致
112
〜

119
令和７年度薩摩川内市一般会計補正予算・特別会計補正予算 ※ 1 原案可決 全会一致

120 天辰第二地区土地区画整理事業皿山橋橋梁下部工工事（６－４）請負契約の変更について 産建 原案可決 全会一致
121 令和７年度薩摩川内市一般会計補正予算 各常任 原案可決 賛成多数
122
〜

131
決算の認定について（令和６年度薩摩川内市一般会計・特別会計歳入歳出決算） ※ 2 認　　定 ※ 3

132 剰余金処分及び決算の認定について（令和６年度薩摩川内市水道事業剰余金処分及び令和６年度薩
摩川内市水道事業会計決算） 生福

剰余金処分は
原案可決

決算は認定
全会一致

133 剰余金処分及び決算の認定について（令和６年度薩摩川内市簡易水道事業剰余金処分及び令和６年
度薩摩川内市簡易水道事業会計決算） 生福

剰余金処分は
原案可決

決算は認定
全会一致

134 剰余金処分及び決算の認定について（令和６年度薩摩川内市下水道事業剰余金処分及び令和６年度
薩摩川内市下水道事業会計決算） 生福

剰余金処分は
原案可決

決算は認定
全会一致

135
136 人権擁護委員候補者の推薦について ‐ 同　　意 全会一致

137 教育長の任命について ‐ 同　　意 全会一致
138 教育委員会委員の任命について ‐ 同　　意 全会一致
139
〜

141
固定資産評価審査委員会委員の選任について ‐ 同　　意 全会一致

　※ 1　112 は各常任委員会、113・114 は産業建設委員会、115 ～ 119 は生活福祉委員会に付託
　※ 2　122 は各常任委員会、123・124・128 ～ 131 は生活福祉委員会、125 ～ 127 は産業建設委員会に付託		
　※ 3　122・128・130・131 は賛成多数　123 ～ 127・129 は全会一致						    
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問  

肉
や
野
菜
と
い
っ
た
県

内
主
要
農
産
物
の
コ
ン
テ
ナ

取
扱
量
を
増
や
す
取
組
と
し

て
、市
が
投
資
し
て
冷
蔵
倉

庫
等
を
完
備
す
る
ほ
か
、補

助
金
等
を
整
備
し
て
、国
内

の
物
流
業
者
や
倉
庫
業
者
の

誘
致
促
進
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
、市
の
見
解
は

答  

唐
浜
埠
頭
の
整
備
を
機

に
、既
存
航
路
に
お
け
る
外
貿

コ
ン
テ
ナ
数
の
増
加
に
加
え
、

現
在
休
止
し
て
い
る
台
湾
航

路
の
誘
致
可
能
性
調
査
を
行

う
な
ど
、新
規
航
路
の
開
設

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、川
内
港
背
後
地
に
お

い
て
は
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、物

流
施
設
、資
源
循
環
施
設
等

の
立
地
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、新
規
航
路
開

設
と
企
業
誘
致
を
進
め
る
こ

と
で
、今
後
の
貿
易
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
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生活福祉委員会

不採択とすべき

マイナ救急でも必要
外出先でもマイナ保険証の携帯を
◆要望
　マイナ救急においては、
傷病者のマイナ保険証が
必要となることから、外
出先でもマイナ保険証を
携帯することの重要性を
含めて制度の周知に努め
られたい。

◆要望
　スプレー缶等の処分に
ついては、缶に穴を空け
ることが難しい方がいる
ことから、発火性危険物
として出す際は、穴を空
けなくても収集できるよ
うな方策を検討されたい。

◆要望
　高齢者団体の活動支援
に係る認定に当たっては、
実態の把握に努め、公平
公正な制度となるよう精
査されたい。

穴あけ困難なスプレー缶
容易に処分できる仕組みづくりを

所管事務 所管事務

現場の声に注目
福祉施策の方針や計画策定に向けて
◆要望
　福祉施策調査事業にお
ける今後の方針や計画の
策定に当たっては、実際
に働く人々と意見のそご
が生じないよう、社会福
祉協議会等の現場の声を
十分に反映されたい。

所管事務 所管事務

所管事務
選ばれる返礼品を目指して
寄附者ニーズや市場を捉えた開発を
◆要望
　ふるさと納税の寄附額を
大きく伸ばすには、繰り返
し求められる返礼品である
ことが重要であり、物価高
などの情勢に加え、寄附者
ニーズが高く、返礼品とし
ては少ない新たな分野など、市場を見極め
ながら返礼品開発に取り組まれたい。

所管事務
藺牟田池の魅力発信
地域と連携した観光資源の充実を
◆要望
　藺牟田池に関するワーキ
ンググループについては、
地域においても地元の観光
資源をより充実させたいと
いう思いがあることから、
関係する機関と積極的に連
携を図り、充実させるため
の方向性を示せるよう検討されたい。

産業建設委員会

高齢者団体への支援
公平性確保に向けた実態把握を

総務文教委員会

公立幼稚園の統廃合
事務的な進捗より意義を踏まえた存続を
◆要望
　本土圏域の公立幼稚園の統廃合は、本市の
市立幼稚園適正規模等基本方針に基づき事務
的に進められている感があるが、当該幼稚園
教諭の豊富な経験が、多様な子どもたちへの
対応に生かされているなど、公立幼稚園の存
在意義も十分にあると思われることから、公
立幼稚園が存続できるよう努められたい。

所管事務

⑴調査日　7月16日～７月18日
⑵調査項目
　①原子燃料サイクル施設について
　　【日本原燃株式会社
　　　　　　　　　　 （青森県六ヶ所村）】
　②廃炉作業及び乾式貯蔵施設について
　　【日本原子力発電株式会社
　　　　　東海発電所及び東海第二発電所
　　　　　　 　　　　　（茨城県東海村）】

川内原子力発電所対策調査特別委員会

私たちが慎重にチェック！

※ 録画中継はこちら　→※ 各種委員長報告の全文はこちら　→

９月定例会では、次の日程で各委員会を開催し、付託された議案や所管事務等を
審査しました。このコーナーでは、その一部をご紹介します。

　　　　　総務文教委員会・・・・・・９月１０日
　　　　　生活福祉委員会・・・・・・９月１１日　
　　　　　産業建設委員会・・・・・・９月１２日

委員会
報
告

写真：第３委員会室

◆要望
　防犯灯の設置等に係る補
助制度については、維持管
理を行う自治会等に属さな
い住民も恩恵を受けており、
公平性に課題があることか
ら、維持管理に伴う負担の
在り方を整理されたい。

地域を照らす防犯灯
恩恵と負担のバランスを見直して

所管事務

◆討論
（反対）すでに国でも教員の働き方改革が進
　められており、標準授業時数も、教育内容
　や学校運営の実態等を総合的に審議して定
　められているため、現時点で標準授業時数
　の削減を安易に採択すべきではない。
（賛成）標準授業時数の削減を求める本陳情
　は、教員・児童生徒双方が授業時数の多さ
　に苦労している現状を踏まえて提出された
　ものと思われる。
（賛成）全国連合小学校校長会が、学習指導
　要領の改訂を見越した指導時数等の削減を
　中央教育審議会に要望しており、本陳情も
　同様の趣旨と見受けられる。
　※本件のみ、閉会中の８月８日に審査し、９月定例会で報告したもの

陳情審査
カリキュラム・オーバーロードの
改善を求める意見書の提出を求める陳情　視察の調査結果を、９月

定例会で報告しました。
　報告内容の詳細は、議会
事務局が所管するホーム
ページにてご確認いただけ
ます。

外から
  学ぶ
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市議会だよりは、国産竹を10％使った紙
（中越パルプ工業株式会社川内工場で製造）
を使用しています。

QRコードは（株）
デンソーウェーブ
の登録商標です。

市
議
会
Ｈ
Ｐ

　
35
分・・・こ
れ
は
、議
場
で
一
般

質
問
を
行
う
議
員
に
与
え
ら
れ

た
持
ち
時
間
で
す
。傍
聴
や
映
像

配
信
な
ど
、議
会
内
容
を
ご
覧
い

た
だ
く
方
法
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、ど
れ
だ
け
の
市
民
の
皆
さ

ま
が
視
聴
で
き
る
環
境
に
あ
る
で 

し
ょ
う
か
。

　
そ
の
点
、本
紙
は
３
箇
月
ご
と

に
自
治
会
等
を
通
じ
て
全
戸
配

布
さ
れ
、議
会
内
容
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
最
も
知
っ
て
い
た
だ
け
る

広
報
紙
で
す
。

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、「
市
政
を

担
う
市
長
」と「
市
民
の
声
を
代

弁
す
る
議
員
」に
よ
る
一
般
質
問

の
中
か
ら
、質
問
議
員
が一
番
伝
え

た
い
こ
と
が
厳
選
さ
れ
、限
ら
れ

た
紙
面
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、紙
面
を
お
読
み
に
な
り
、

ご
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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自治体広報紙配信
アプリ「マチイロ」
ダウンロード
はこちら

第４回（12月）　定  例  会  予  定

特
別
委
員
会
の
設
置

　薩摩川内市議会では、本会議や委
員会を傍聴できます。団体で傍聴さ
れる場合は、事前に議会事務局へご
連絡ください。

【本会議の傍聴手順】
①市役所４階の議場傍聴席に行く。
②入口にある傍聴人受付簿に、住所・
　氏名・年齢等を記入する。
③傍聴人受付簿を受付箱に入れる。
④入場する。

※傍聴席にはモニターがあり、議員
　の発言が字幕で確認できます。
※傍聴席は50席あり、傍聴者多数の
　際は入場制限を設けさせていただ
　きます。

【委員会の傍聴手順】
①市役所３階の議会事務局に行く。
②カウンターにある傍聴人受付簿に、
　住所・氏名・年齢等を記入し、職員
　に渡す。
③職員の指定する場所で待機し、委
　員長の許可が得られた場合、委員
　会室に入場する。

※傍聴者の入場者数には制限がござ
　います。

【連絡・問合せ先】
・議会事務局　☎ 0996-22-8115
（音声ガイダンス後、内線3010）

本会議・委員会を
傍聴しよう

　
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
に
関
す

る
調
査
を
行
う
た
め
、特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
７
年
10
月
７
日
設
置
）
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特
別
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請
願・陳
情
を

提
出
さ
れ
る
方
へ

　
市
政
な
ど
に
対
し
、意
見
や
要

望
が
あ
る
方
は
、市
議
会
に
請
願

や
陳
情
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
陳
情
の
提
出
に
は
、議
員
の
紹

介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、請
願

の
提
出
に
は
、市
議
会
議
員
の
紹

介（
１
人
以
上
）が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
要
件
や
提
出
方
法
に
つ
き
ま
し

て
は
、次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ

ス
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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からアクセス！

↓

薩
摩
川
内
市
議
会
だ
よ
り 

№
85

発
行
／
薩
摩
川
内
市
議
会　
　
編
集
／
広
報
委
員
会

■
〒
８
９
５-

８
６
５
０　
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
９
６
）
23-

５
１
１
１ 

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
９
６
）
23-

５
０
１
５


